
企業理念の実現を通じて、 
世の中から必要とされる企業であり続ける

次世代への豊かな地球環境の保全

　私たちは事業活動における地球環境や地域への負荷を減
らすことは重要な企業責任であると考えています。中長期環
境ビジョン（ECO VISION2050）を掲げ、「脱炭素社会の実
現」、「水循環社会の実現」および「資源循環社会の実現」に
向けて、事業活動に伴う温室効果ガス排出、水使用量の削
減および廃棄物の削減・再資源化に取り組んでいます。2024

年には「自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）」の
提言に賛同し、これらの取り組みを強化するとともに、情報
開示をしています。今後も定期的に自然関連のリスクと機会
を見直し、事業活動全般における環境負荷を最小限にとど
める取り組みを推進します。
次世代への豊かな地球環境の保全における取り組み→P.56参照

いきいきと活躍できる社会の実現

　企業の永続的な発展を支えるのは人財であるという考え
方のもと、成長戦略を推進する人財の育成、高い従業員エン
ゲージメントを実現する組織風土・カルチャーの醸成に取り
組んでいます。また、事業活動においては、人権に関わる国

際行動規範、国連グローバル・コンパクトの10原則を支持・
尊重し、すべての人々の人権やお互いの多様な価値観、人
格、個性を理解・尊重し、行動しています。
いきいきと活躍できる社会の実現における取り組み→P.44、P65参照

　「次の１００年に向かうサステナビリティ経営とは」。こんな問い
に対する当社の答えは、「企業理念の実現を通じて、世の中から必
要とされる企業であり続けること」です。
　現在、私たちは2031年をゴールとした中期経営計画の実現に向
けて全力で取り組んでいます。さらに4つの成長戦略を成し遂げる
ために、人的資本の拡充を中心とした経営基盤の強化にも注力し
ています。企業成長を実現するとともに、世の中から必要とされる
企業であるためには、本業はもちろんのこと、例えば、環境に配慮
した製品の開発やリサイクルプロセスの導入、地域社会への貢献活
動、さらにはダイバーシティとインクルージョンの推進やワークライ
フバランスの向上などを遂行し、将来にわたって企業の社会的責任
を果たし続けていく必要があります。
　私たちはサステナブル経営方針で定めた「次世代への豊かな地
球環境の保全」「いきいきと活躍できる社会の実現」「透明性の高
い強固な経営の確立」を社員一人ひとりの行動に浸透させ、社会
の要請に応えていきます。

サステナブル経営方針

創業から300余年、私たちは社会とともに歩んできました。「病気で苦しむ人を救いたい」という
想いを実現するため、不可能と思われていた革新的な新薬を次々と創出してきました。
私たちはこれからも、企業理念の実践を通じて人々の健康に貢献するとともに、
責任ある事業活動を通して、持続可能な社会の実現に挑戦し続けます。

人々の健康への貢献
● �自社創薬に加えて、世界のトップサイエンティストと協働して医薬品の研究開発に挑戦し、独創的かつ革新的な
医薬品を安心・安全・適切に患者さんに提供することによって、 世界の患者さんやその家族に多くの希望を届け
ます。

● �エビデンスに基づいた次世代ヘルスケア事業によって、人々がより健やかに生活できる社会の実現に貢献します。

いきいきと活躍できる 
社会の実現

事業活動を通じて、全ての人々の権利
と多様性が尊重され、人々がいきいき
と活躍できる社会の実現に貢献してい
きます。

次世代への豊かな 
地球環境の保全

環境に対する社会的責任を強く認識
し、地球環境にやさしい技術を積極的
に取り入れ、取引先やパートナーとと
もに、次世代に豊かな地球環境を引き
継ぐべく活動します。

透明性の高い強固な 
経営の確立

コーポレート・ガバナンスを通じて 強
固な基盤を構築するとともに、コンプ
ライアンスの強化やリスク管理を通
じて、透明性の高い事業活動を行い
ます。

当社の
バリューチェーン上、
関連するSDGs

優先度
高

最も重要である
「革新的な医薬品の創製」に
紐づくSDGs

透明性の高い強固な経営の確立

　当社は、すべてのステークホルダーの信頼に応え、企業価
値の向上を図るために、法令遵守はもとより、経営における
透明性を高めコーポレート・ガバナンスを強化することに取
り組んでいます。企業経営においては、監査役（会）設置型の
経営機構を採用し、取締役会および監査役会の機能強化を
中心としたコーポレート・ガバナンスの充実を図っています。

コンプライアンスにおいては、人々の生命にかかわる医薬品
に携わる製薬企業としての責任を自覚し、法令遵守はもとよ
り、高い倫理観に基づいて行動します。そのために、コンプ
ライアンス体制を構築し、社員一人ひとりがコンプライアン
ス遵守を自分事として捉える文化の醸成に取り組んでいます。　
透明性の高い強固な経営の確立における取り組み→P.68、P84参照
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次の100年に向かうサステナブル経営




